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駅東側開発整備事業（第２期）用地

駅東側開発区域等を視察した三郷市議会

第４回臨時会 　

10
月
25
日
に
第
４
回
臨

時
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
広
野
駅
東

側
開
発
整
備
事
業
（
第
２

期
）
に
よ
る
財
産
の
取

得
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
購
入
、
一
般
会

●
用
地
を
取
得
す
る
た
め

　

広
野
駅
東
側
開
発
整
備

事
業
（
第
２
期
）
に
お
け

る
用
地
に
つ
い
て
、
農
地

法
に
お
け
る
転
用
許
可
を

得
た
た
め
、
当
該
用
地
を

取
得
す
る
た
め
の
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
員
か
ら
は
今

回
の
用
地
取
得
で
整
備
に

取得財産

　土　地　　下北迫字折返１番１

　所　在　　ほか52筆

　地　目　　田、山林、宅地および原野

　地　積　　55,307.30㎡

取得の目的

　広野駅東側開発整備事業（第２期）による

取得価格

 １億3391万5775円

契約の相手方

　27名

所得物件

　防災行政無線戸別受信機　2,500台

取得の方法

　随意契約による買入

取得価格

　１億800万円

契約の相手方

　株式会社　日立国際電気　東北支社

質 

疑

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

の
購
入
に
つ
い
て

鯨
岡
環
境
防
災
課
長

　

戸
別
訪
問
に
よ
り
、
来

年
の
住
基
世
帯
は
約
２
１

１
０
世
帯
に
な
る
と
想
定

し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の

方
々
に
貸
出
を
し
て
、
残

り
は
故
障
等
で
の
交
換
や

住
所
登
録
が
あ
る
方
で
、

新
た
に
住
宅
を
構
え
た

方
、
事
業
所
に
配
布
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鯨
岡
環
境
防
災
課
長

　

Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
な
ど

災
害
の
情
報
手
段
は
他
に

も
あ
り
、
災
害
の
お
知
ら

せ
が
で
き
て
い
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
住
民
票
が
無

い
方
に
は
配
布
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

作
業
員
宿
舎
に
住
民
票

も
無
く
来
て
い
る
方
と
町

外
か
ら
避
難
し
て
住
ん
で

い
る
方
の
線
引
き
が
で
き

れ
ば
貸
出
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

戸
別
受
信
機
の
貸
出
の
対
象
は

町
外
か
ら
の
居
住
者
へ
の
貸
出
は

小
磯
利
雄
議
員　

　

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
取
得
台
数
２
５
０

０
台
の
貸
出
先
は
ど
ち
ら

に
な
り
ま
す
か
。

渡
邉
正
俊
議
員　

　

住
民
基
本
台
帳
に
則
っ

て
貸
出
を
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
が
、
現
在
多
数

の
町
外
居
住
者
が
お
り
、

住
民
票
の
無
い
方
が
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
方
は
対

象
に
な
ら
な
い
の
で
す

か
。な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

貸
出
を
す
る
よ
う
思
い
や

り
を
も
っ
て
接
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

【補正の結果】

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 ５４６万円 １２２億８０８９万円

●主な内容●

＜歳入＞

財政調整基金繰入金　　　　　　　　　　　　 　　　３１４万円

震災復興基金繰入金　　　　　　　　　　　　 　　▲８６０万円

＜歳出＞

土地改良施設維持管理事業（水門の維持管理等）　　　　２９万円

消防施設諸経費（屯所建設に係る地盤改良等）　　　　７７３万円

防災行政無線整備事業（不用額の減額）　　　　　▲１３５０万円

要
す
る
土
地
は
全
て
賄
え

る
の
か
な
ど
の
質
疑
が
あ

り
、
町
か
ら
は
今
回
の
土

地
で
賄
え
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
用
地
取
得
に
向

け
地
権
者
の
方
と
の
用
地

交
渉
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
戸
別
受
信
機
を
購
入

　

町
の
防
災
行
政
無
線

は
、
電
波
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
19

年
12
月
以
降
は
、
ア
ナ
ロ

グ
防
災
行
政
無
線
と
し
て

の
増
設
・
改
修
が
で
き
な

く
な
り
、
平
成
21
年
の
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と

の
自
動
連
携
設
備
整
備
に

併
せ
、
新
局
装
置
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

 

昨
年
度
、
石
油
貯
蔵
施

設
立
地
対
策
交
付
金
の
積

立
金
を
活
用
し
、
築
30
年

以
上
経
過
し
た
屋
外
子
局

の
パ
ン
ザ
マ
ス
ト
や
中
継

局
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
式
戸
別
受
信
機
を

購
入
す
る
議
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
に
埼
玉
県
三

郷
市
議
会
が
視
察
の
た
め

に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
か
ら
避
難
す

る
町
民
の
受
け
入
れ
を
は

じ
め
、
様
々
な
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
よ
り
、
復
興
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
、
現
地
視

察
で
は
広
野
駅
東
側
開
発

区
域
、
防
災
緑
地
、
県
道

広
野
・
小
高
線
等
に
つ
い

て
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

埼玉県三郷市議会

町の復旧・復興状況を視察


